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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 3 1 4 2 2 2 1 4 5 0 3 0 0
15 * 0 0 2 3 6 8 3 0 10 10 0 2 1 0
20 * 3 5 9 17 0 0 3 1 3 4 1 1 0 0
35 * 0 0 4 9 5 7 3 2 1 3 2 2 0 0
41 * 0 0 1 1 0 0 2 0 2 2 0 0 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 0 0 1 2 3 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0
14 0 0 0 6 9 2 2 2 3 3 6 0 1 1 0
22 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
25 0 0 0 4 8 1 2 2 1 3 4 2 0 0 0
33 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
82 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
95 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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1 * 1 3 4 14 5 6 3 2 0 2 0 0 0 0
2 * 0 4 6 9 3 3 4 5 9 14 1 1 2 0
12 * 0 1 1 5 2 4 5 1 2 3 1 0 0 0
14 * 0 1 1 6 6 6 3 0 7 7 1 0 0 0
18 * 3 6 5 7 0 0 5 0 3 3 3 0 1 0
4 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
9 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 3 6 0 3 0 0 4 0 1 1 2 0 0 0
37 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
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小寺 翔太 0 8
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多々良 鮎 9 16
松本 真弥 0 2
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藤原 卓哉 16 37
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流通科学大学
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服部 航平 0 2
森田 恭平 0 4
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古倉 勇人 27 25
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福永 雅刀 13 31
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上田 雅也 10 25
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2次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2013.10.14
立命館大学開始時間 10:00

会　　場 近畿大学記念会館
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流通科学大学

男子

戦評
第1ピリオド、立命館大学#20古倉のシュートで先制するも、直後に流通科学大学へフリースローを与えてしまう。流
科大は、立命館のインサイドを意識したディフェンスに対してなかなかシュートを決めることが出来ないが、ファウル
でフリースローを獲得し、じわじわと立命館を追い込む。対する立命館は、リバウンドからの速いオフェンスを展開す
る。流科大#11多々良の3Pシュートで流れを引き寄せたかと思えば、立命館#15水鳥の好アシスト、#20古倉のブ
ザービーターで、14-19と立命館リードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、開始早々流科大#18南家が3Pシュートを沈める。立命館はディフェンスリバウンドを確実に奪取し、流
科大にセカンドチャンスを与えないが、オフェンスではセカンドチャンスを作り、イージーシュートを決め、得点を重
ねる。流科大は不要なファウルが積み重なり、思うようにプレイが出来ず苦しむ展開となった。追い打ちをかけるよう
に立命館#00上田の連続3Pシュート、#14村井のリバウンドからのシュートで流科大たまらずタイムアウト。その直後
から、流科大は積極的なディフェンスを仕掛けるも立命館の冷静なパスワークに翻弄され、20-43と差が広がり前半
を折り返した。
第3ピリオド、流科大#18南家を中心に点を重ねるに対し、立命館は#20古倉を中心に攻める形で始まる。中盤両
チームにミスが多く、なかなか点を決める事ができない。立命館は#14村井のシュートで点を離すが、流科大は#11
多々良の3Pシュートで対抗。流科大がオールコートマンツーマンディフェンスでプレッシャーをかけ、#18南家の3P
シュートと速攻で点差を縮める。ここで流科大ペースに持っていきたいところだったが、ファウルが重なり立命館にフ
リースローを確実に決められ、42-62で立命館リードのまま第3ピリオド終了。
第4ピリオド、開始早々両チーム速い展開から、立命館は#20古倉、流科大は#2安藤を中心に点を重ねていく。流通
大は#2安藤のバスケットカウントを含む連続得点で流れを掴みたいところだったが、立命館にインサイドを中心に点
を重ねられる。必死に喰らいつく流科大だったが、チームの中心選手である#18南家が5ファウルで退場。後がなく
なった流科大は、3Pシュートを中心に攻めていくが決める事ができず、逆に立命館#00上田のアシストなどから確実
に点を重ねられる。最終的に71-91で立命館が勝利した。
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